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表紙スケッチについて 
　先月に続いてJR蒲田西口駅前の景色です。描いていた場所は違いますが、
この絵の左側を、先月（11月号）の絵の右側にアーケードの位置で合わせ
ると景色が続きます。 
　月末の日曜日に駅前に行くと、女子高生数人が「あしなが育英会」の学
生募金活動をしていました。 
　元気に声を張り上げて、健気に募金箱をもって寄付を呼び掛けている彼
女たちの隣で、初老のおじさんがスケッチするのは心苦しくて、描き始め
る前にささやかな募金に協力。 
　もらったパンフレットには「あなたの愛で遺児の未来を支えよう」と書
いてありました。 

法人会 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

● 散歩道／㈱東亜ダイヤモンド工具製作所･高田龍雄 

● 法人会コーナー 

 ◆青年部会・女性部会合同研修会開催 

 ◆各支部活動 

 ◆親睦チャリティーゴルフ大会開催 

 ◆青年部会･イブニングセミナー 

● 税務ニュース 
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● 法人会全国大会開催 

● 大田の工匠100人 

● 経営時評／疋田文明 

● Take Five／宮下裕行 

● 人物足り得るかは、お金の使い方にある 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／都税だより 

平成23年12月号 

【第435号】 

行
事
関
係
 

12月2日（金）18：30～ 

● 特別第6ブロック税務研修会   大田区産業プラザ4F 

 

12月3日（土）8：15～ 

● 西六郷1丁目・2丁目支部合同バス研修会 浅草→横浜中華街 

 

12月5日（月）14：00～ 

● 健康セミナー 大田区産業プラザ6F 

 

12月8日（木）13：30～ 

● 新設法人説明会 法人会館4F 

 

12月12日（月）14：00～ 

● 決算法人説明会 大田区産業プラザ6F 

 

12月14日（水）14：00～ 

● 法人税講座 法人会館4F

会
議
関
係
 

12月9日（金）16：30～ 

■ 青年部会役員会 法人会館6F 

 

12月14日（水）17：00～ 

■ 正副会長会 まるい 

 

12月16日（金）16：00～ 

■ 広報委員会 法人会館6F 

 

12月22日（木）16：00～ 

■ 女性部会役員会 法人会館6F



1 ●法人かまた 

㈱
東
亜
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
製
作
所
 

ダ
イ
ヤ
で
ダ
イ
ヤ
を
削
る
 

　
先
代
の
浩
三
氏
が
昭
和
二
十
九
年

個
人
企
業
と
し
て
出
発
。
持
ち
前
の

粘
り
強
さ
と
仕
事
熱
心
が
得
意
先
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年

法
人
化
し
た
。
事
業
内
容
は
社
名
の

通
り
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
の
製
造
販

売
。
「
日
本
が
戦
後
、
め
ざ
ま
し
い

復
興
を
遂
げ
、
高
度
成
長
に
向
か
っ

て
行
く
過
度
期
に
先
代
が
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
バ
イ
ト
（
精
密
切
削
）
に
着
目
、

こ
の
バ
イ
ト
で
加
工
で
き
る
金
属
材

料
は
金
、
銀
、
プ
ラ
チ
ナ
等
の
貴
金

属
を
は
じ
め
銅
、
ア
ル
ミ
、
合
成
樹

脂
、
ゴ
ム
、
カ
ー
ボ
ン
な
ど
の
形
質

合
金
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
で
す
。
ま

た
、
非
金
属
で
は
合
成
樹
脂
、
ゴ
ム
、

カ
ー
ボ
ン
、
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
等
で

す
」
。
 

 

先
代
の
急
逝
 

　
平
成
九
年
、
創
業
者
で
あ
る
父
が

朝
の
散
歩
か
ら
帰
る
と
急
逝
し
て
し

ま
っ
た
。
「
虚
血
性
心
不
全
で
七
十

四
歳
で
し
た
。
親
父
は
二
十
年
以
上

毎
朝
の
散
歩
を
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
…
。
直
ち
に
四
十
五
歳
の
私
が

跡
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
親
父

は
、
昔
気
質
の
人
で
、
よ
く
働
く
人

で
し
た
。
石
の
仕
入
れ
と
原
石
の
選

別
を
人
に
任
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
突
然
の
死
に
よ
り
、
す
べ
て
を

判
断
し
、
動
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
緊
張
の

連
続
で
し
た
。
特
に
ダ
イ
ヤ
の
原
石

の
仕
入
れ
の
仕
方
が
分
か
ら
ず
苦
労

し
ま
し
た
」
。
 

 

顧
客
の
海
外
進
出
 

　
近
年
、
日
本
の
基
幹
産
業
の
一
部

が
海
外
進
出
し
、
製
品
の
現
地
調
達

等
で
、
産
業
の
空
洞
化

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

「
私
共
の
業
態
は
日
本

の
基
幹
産
業
の
協
力
事

業
で
、
同
業
者
は
全
国

で
六
十
社
程
で
す
。
顧

客
の
海
外
進
出
が
、
私

共
の
事
業
に
大
き
な
支

障
を
来
た
し
、
事
業
の

発
展
を
臨
む
の
は
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
無
駄
を

省
き
、
現
状
維
持
を
目
標
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
私
は
先
代
が
築
い
た

会
社
を
で
き
る
か
ぎ
り
継
続
・
発
展

さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
。
 

 

人
工
ダ
イ
ヤ
 

　
こ
こ
数
年
、
人
工
ダ
イ
ヤ
の
需
要

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
「
現
在
、
天
然

ダ
イ
ヤ
が
九
割
、
人
工
ダ
イ
ヤ
が
一

割
の
比
率
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
人

工
ダ
イ
ヤ
の
需
要
が
伸
び
て
き
ま
す
。

“世
の
中
に
必
要
な
も
の
は
栄
え
る
”

と
言
わ
れ
ま
す
。
何
し
ろ
人
工
ダ
イ

ヤ
は
安
価
で
加
工
し
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
人
工
ダ
イ
ヤ
の

需
要
比
率
は
ア
ッ
プ
す
る
で
し
ょ

う
」
。
 

　
高
田
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
「
稔
る

ほ
ど
頭
の
下
が
る
稲
穂
か
な
」
 

　
趣
味
を
伺
う
と
「
月
二
回
の
ゴ
ル

フ
と
、
年
四
〜
五
回
家
内
と
旅
行
し

ま
す
。
二
、
三
年
に
一
回
は
海
外
に

も
行
き
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
は
イ
タ
リ
ア
へ
旅
行
し
ま
し

た
。
ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ベ

ネ
チ
ア
、
ロ
ー
マ
と
周
り
ま
し
た
。

カ
プ
リ
島
で
は
幸
運
に
も
青
の
洞
窟

観
光
が
で
き
ま
し
た
」
。
 

 

地
域
活
動
 

　
高
田
さ
ん
は
先
代
と
同
様
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
廻
り
が
放
っ
て
お
か

な
い
。
現
在
、
町
会
の
副
会
長
を
務

め
る
ほ
か
、
市
民
消
防
隊
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
「
先
代
の
跡
を
継

い
で
、
微
力
な
が
ら
地
域
の
活
動
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
。
 

　
高
田
さ
ん
の
朝
は
早
い
。
先
代
同

様
毎
朝
、
多
摩
川
土
手
を
一
時
間
ほ

ど
奥
さ
ん
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
「
今

が
一
番
良
い
季
節
で
す
」
。
 

　
尊
敬
す
る
人
は
「
創
業
者
の
亡
き

父
で
す
。
創
業
以
来
現
在
に
至
る
ま

で
を
想
定
し
、
お
膳
立
て
を
し
て
お

い
て
く
れ
た
事
を
今
に
至
っ
て
わ
か

り
ま
し
た
」
。
 

　
温
厚
な
高
田
さ
ん
。
年
と
共
に
頑

固
に
な
っ
て
き
た
。
 

「
自
分
で
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
」
。

会
社
の
経
理
を
担
当
す
る
奥
さ
ん
。

事
務
を
手
伝
っ
て
い
る
娘
さ
ん
。
跡

を
継
ぐ
べ
き
息
子
さ
ん
は
大
手
通
信

会
社
に
勤
務
。
前
社
長
の
母
が
家
を

守
っ
て
い
る
。
 

　
読
書
家
の
高
田
さ
ん
、
「
“蒼
穹
の

昴
”
を
読
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

久
々
に
感
動
し
ま
し
た
。
解
説
は
不

要
で
し
ょ
う
」
。
 

 

代
表
取
締
役
 

高
田
龍
雄
氏
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十
月
七
日
（
金
）
午
後
四
時
よ
り
、

プ
ラ
ザ
・
ア
ペ
ア
に
お
い
て
第
二
十

二
回
青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
は
じ
め
に
女
性
部
会
村
岡
部
会
長

よ
り
挨
拶
、
七
月
の
人
事
異
動
で
ご

着
任
さ
れ
ま
し
た
蒲
田
税
務
署
井
野

署
長
を
は
じ
め
署
幹
部
の
方
々
が
ご

臨
席
さ
れ
、
参
加
者
三
十
八
名
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
井
野
署
長
に
講
師
を
お

願
い
し
、
「
私

の
健
康
法
」

と
題
し
て

ご
講
演
い

た
だ
き
ま

し
た
。
 

　
熊
本
県
阿
蘇
郡
産
山
村
の
ご
出
身

と
の
こ
と
で
、
小
学
生
の
時
よ
り
学

校
ま
で
の
五
キ
ロ
の
道
の
り
を
走
っ

て
通
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
中
学
、
高

校
は
陸
上
を
や
ら
れ
現
在
も
ご
趣
味

は
マ
ラ
ソ
ン
だ
そ
う
で
す
。
 

　
全
国
各
地
の
記
録
会
に
出
ら
れ
入

賞
し
て
い
る
そ
う
で
、
最
高
記
録
は

二
時
間
四
十
七
分
!!
 

　
蒲
田
に
着
任
し
て
か
ら
は
、
毎
週

水
曜
日
に
多
摩
川
土
手
を
十
五
キ
ロ

程
走
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
走
り
終

え
て
近
く
の
銭
湯
に
入
り
、
職
場
の

方
々
と
美
味
し
い
お
酒
を
飲
む
こ
と

が
楽
し
み
と
か
。
ス
ト
レ
ス
無
し
の

O
型
、
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
こ
と
で
若

さ
を
保
ち
老
化
防
止
に
も
繋
が
り
、

体
重
も
変
わ
ら
ず
だ
そ
う
で
す
。
 

　
週
一
度
で
も
運
動
を
し
て
、
い
い

汗
を
か
く
こ
と
が
健
康
に
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

　
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い
講
演

は
e
‐
T
a
x
へ
の
ご
利
用
の
お
願

い
で
終
了
。
青
年
部
会
小
田
川
部
会

長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

〈
女
性
部
会
幹
事
　
伊
藤
利
子
　
記
〉
 

講
師
 
蒲
田
税
務
署
　井
野
署
長
 

　
　
「
私
の
健
康
法
」
 

税務研修会・意見交換会開催 西椛谷1．2．3．4支部合同バス研修会 

【来賓】 
　蒲田税務署　小松副署長 
　　橋口法人課税第1部門統括官 
　　山之口法人課税第1部門上席調査官 
 
【研修内容】「私の税日記」 
【講師】蒲田税務署　小松副署長 
【会場】大田区産業プラザ 

【日　時】10月4日（火） 
【参加者】49名 

特別第2ブロック 

【日　時】10月13日（木） 
【参加者】42名 

特別第3ブロック 

【日　時】10月19日（水） 
【参加者】43名 

特別第4ブロック 

【日　時】11月16日（水） 
【参加者】49名 

特別第5ブロック 

（東蒲1．2．南蒲1．2．3支部） 

（西蒲田1、西蒲田1丁目、2．3丁目、4丁目、5丁目、6丁目、御園7丁目） 西蒲田8丁目、西口商店街、東矢口、矢口6支部 

（新蒲田1丁目、2丁目、3丁目、西六郷1丁目、2丁目） 高畑、矢口4－1、4－2、5支部 

（東六郷1丁目、2丁目、3丁目、南六郷1丁目、2丁目、3丁目） 仲六郷1．2丁目、3丁目、4丁目支部 

【日　時】10月22日（土） 
【行　程】アサヒビール茨城工場→筑波山→予科練記念館 
【参加者】40名 

東椛谷1．2．3．4支部合同社会貢献活動 

大田区立うめのき園「いきいき祭り」に今年も参加 
バザー、ゲーム、模擬店等々のボランティアに参加。ものまねタレントの 
原一平さんのアトラクションもあったりで、楽しいお祭りとなりました。 
【日　時】10月23日（日） 

講
師
の
井
野
署
長
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近くで見ると貫禄も感じさせる夢太朗師匠 

　
青
年
部
会
の
第
三
回
イ
ブ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席

直
前
の
十
月
二
十
日
に
法
人
ビ
ル
四

階
研
修
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
い
つ
も
法
人
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

寄
席
で
は
落
語
に
司
会
に
と
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
、
三
笑
亭
夢
太

朗
師
匠
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
師
匠

の
柔
ら
か
い
語
り
口
で
楽
し
く
も
勉

強
に
な
る
お
話
を
一
時
間
た
っ
ぷ
り

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

ま
ず
、
ご
自
身

の
噺
家
に
な

っ
た
経
緯
か

ら
始
ま
り
、

落
語
界
や
師

弟
関
係
の
こ
と
等
々
…
。 

　
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
落

語
が
手
拭
い
と
扇
子
だ
け
で
様
々
な

人
物
や
仕
草
を
演
じ
分
け
る
芸
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
酒
を
飲
む

仕
草
で
は
、
素
面
な
の
に
本
当
に
美

味
し
そ
う
に
…
。 

　
例
え
ば
、
相
手
に
声
を
か
け
る
場

合
、
そ
の
距
離
に
応
じ
て
仕
草
や
声

の
強
弱
は
異
な
り
ま
す
し
、
噺
家
さ

ん
に
よ
っ
て
も
そ
の
表
現
方
法
は
異

な
る
の
で
す
。
映
像
が
溢
れ
て
い
る

メ
デ
ィ
ア
の
中
で
生
活
し
て
い
る
我
々

現
代
人
は
、
そ
う
し
た
視
覚
化
さ
れ

な
い
表
現
に
対
し
て
、
自
分
の
想
像

力
で
補
う
と
い
う
能
力
が
低
下
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
共

感
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
に

出
演
予
定
の
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

も
お
話
い
た
だ
き
、
当
日
を
よ
り
楽

し
め
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
落
語
の
蘊
蓄

を
楽
し
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
も
演
芸
場
が
急
に
気
に
な
り
だ
し

ま
し
た
。 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉 

　
十
月
二
十
五
日
（
火
）
第
十
二
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
佐
倉

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
し
た
。

当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽

気
の
中
、
参
加
者
六
十
名
が
新
ペ
リ

ア
方
式
で
競
っ
た
。 

　
プ
レ
ー
終
了
後
、
懇
親
会
は
渡
邉

会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
一
日
の
プ

レ
ー
を
振
返
え
る

ゴ
ル
フ
談
議
が

盛
り
上
が
る

中
、
表
彰
式

に
移
り
大
き

な
拍
手
が
各

順
位
者
に
贈
ら

れ
、
伴
実
行
副

委
員
長
の
中
締

め
で
お
開
き
と

な
っ
た
。 

　
今
回
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金

二
四
八
、
二
二

二
円
は
大
田
区

を
通
じ
て
東
日

本
大
震
災
被
災

地
へ
寄
付
い
た

し
ま
す
。 

　
募
金
い
た
だ

き
ま
し
た
参
加

者
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

10月25日（火） 
佐倉カントリー倶楽部 

氏    名 

酒匂　洋治 

茂田　富造 

酒匂　光秋 

OUT 

37 

44 

47

IN 

40 

39 

48

GROSS 

77 

83 

95

HDCP 

  6.0 

10.8 

22.8

NET 

71.0 

72.2 

72.2

順  位 

優　勝 

準優勝 

第3位 

（ベスグロ） 
成
　
績 

落
語
の
セ
ミ
ナ
ー
は
寄
席
の
延
長
線
の
よ
う
… 

優勝の酒匂洋治氏 



（1）年少扶養親族に対する扶養控除が廃止されたことに伴い、居住者の控除対象配偶者又は扶
養親族が同居特別障害者である場合に配偶者控除又は扶養控除の額に35万円を加算する措置は、
同居特別障害者に対する障害者控除の額を1人につき75万円（特別障害者である場合の障害
者控除額40万円に35万円を加算した額）とする制度に改められました（下記表2参照）。　
　　　　　　　 

（2）給料や賞与に対する源泉徴収税額は、年少扶養親族が障害者（特別障害者を含みます。）
又は同居特別障害者に該当するときは、従前どおり、これらの一に該当するごとに扶養親族
等の数に1人を加えて計算します。 

 
（注）「同居特別障害者」とは、控除対象配偶者又は扶養親族のうち特別障害者に該当する人で、居住者、

居住者の配偶者又は居住者と生計を一にするその他の親族のいずれかとの同居を常況としている人
をいいます。 

2　同居特別障害者加算の特例措置が改組されました。 

●法人かまた 4



年 末 調 整  年 末 調 整  

（1）年齢16歳未満の扶養親族（以下「年少扶養親族」といいます。）に対する扶養控除が廃止
されました。 
　これに伴い、扶養控除の対象が、年齢16歳以上の扶養親族（以下「控除対象扶養親族」と
いいます。）とすることとされました（下記表1参照）。 

（2）年齢16歳以上19歳未満の人の扶養控除の上乗せ部分（25万円）が廃止され、これらの人に
対する扶養控除の額は38万円とすることとされました。 
　これに伴い、特定扶養親族の範囲が、年齢19歳以上23歳未満の扶養親族に変更されました（下
記表1参照）。 

（3）源泉徴収税額表においては控除対象配偶者、控除対象扶養親族の人数など（扶養親族等の数）
に応じて税額を算出することとされました。 

 
（注）「扶養親族」とは、居住者と生計を一にする次の人（青色事業専従者として給与の支払を受ける
人及び白色事業専従者を除きます。）で、合計所得金額が38万円以下の人をいいます。 
1　配偶者以外の親族（6親等内の血族及び3親等内の姻族） 
2　児童福祉法の規定により養育を委託されたいわゆる里子 
3　老人福祉法の規定により養護を委託されたいわゆる養護老人 

1　扶養控除の見直しが行われました。 

本年も、年末調整を行う時期になりました。 

昨年と比べて変わった点は次のとおりです。 

年末調整は大事な手続です。ただしく行いましょう。 

5 ●法人かまた 
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十
月
六
日（
木
）全
法
連
主
催
、神
奈
川
県
主
管
の
第
二

十
八
回
法
人
会
全
国
大
会
が
国
立
横
浜
国
際
会
議
場
に
お

い
て
三
千
三
百
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
 

　
第
一
部
の
記
念
講
演
は
、元
内
閣
総
理
大
臣
の
小
泉
純
一

郎
氏
を
迎
え
「
日
本
の
歩
む
べ
き
道
」
と
題
し
て
講
演
。
 

　
第
二
部
の
式
典
の
部
は
大
橋
全
法
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、

会
員
増
強
、研
修
参
加
率
向
上
、福
利
厚
生
制
度
推
進
な
ど

各
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
続
い
て
、平
成
二
十
四
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
、大
会
宣
言
、税
制
改
正
に
関
す
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
等
が
採
択
さ
れ
た
。
 

　
今
回
の
大
震
災
の
特
徴
は
、
巨
大
津
波
が

東
北
三
県
を
中
心
に
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
沿
岸
部
の
街
を
根
こ
そ
ぎ
飲
み
込
ん
で

生
活
を
奪
い
、
二
万
人
を
超
す
死
者
、
行
方

不
明
者
を
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
加
え
て
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
広
範
囲
に
及

び
、
風
評
被
害
も
重
な
っ
て
農
水
産
・
畜
産

物
に
大
打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
痛
み
は
全
国

民
が
等
し
く
共
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
一
方
で
、
中
小
企
業
を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
が
世
界
の
も
の
づ
く
り
に

影
響
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
高
度
で
複
雑
な

部
品
が
大
き
な
底
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も

再
認
識
さ
せ
た
。
一
刻
も
早
く
復
旧
、
復
興

に
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
は
、
被
災
地
域
の
生

活
再
建
だ
け
で
な
く
日
本
経
済
の
再
生
に
も

つ
な
が
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
復

興
構
想
会
議
の
提
言
に
も
あ
る
通
り
、
新
た

な
街
づ
く
り
か
ら
規
制
緩
和
ま
で
を
多
角
的

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
 

　
復
興
財
源
に
つ
い
て
は
、
今
を
共
に
生
き

る
我
々
が
、
我
々
の
責
任
に
お
い
て
負
担
す

る
こ
と
を
大
前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず

不
要
不
急
の
歳
出
の
見
直
し
と
無
駄
の
削
減

を
徹
底
的
に
実
施
し
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る

場
合
に
は
臨
時
的
な
増
税
も
や
む
を
得
な
い

も
の
と
考
え
る
。
 

　
震
災
特
例
法
の
施
行
等
に
よ
り
、
す
で
に

被
災
地
の
復
旧
、
復
興
の
た
め
多
岐
に
わ
た

る
税
制
上
の
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

引
き
続
き
被
災
地
企
業
（
こ
れ
と
取
引
の
あ

る
者
も
含
む
）
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
求
め
る
。
 

 
1
、
復
興
財
源
に
つ
い
て
 

（
１
）
増
税
を
実
施
す
る
場
合
の
期
間
 

　
復
興
債
の
償
還
財
源
と
し
て
臨
時
増
税
措

置
を
採
る
場
合
は
、
国
民
の
理
解
を
得
た
上

で
復
興
後
の
経
済
に
重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う

短
期
と
す
べ
き
で
あ
り
、
政
府
の
復
興
基
本

方
針
が
想
定
し
て
い
る
よ
う
な
期
間
（
五
〜

十
年
）
で
は
長
す
ぎ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

増
税
開
始
時
期
も
、
極
力
、
景
気
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
２
）
増
税
税
目
に
つ
い
て
の
留
意
点
 

　
所
得
税
、
法
人
税
の
増
税
は
、
国
内
産
業

の
空
洞
化
や
雇
用
、
消
費
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
問
題
が
あ
る
。
税

収
の
規
模
と
安
定
性
、
さ
ら
に
景
気
に
対
す

る
中
立
性
等
の
観
点
か
ら
、
消
費
税
が
最
も

適
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
被
災

者
も
同
等
に
消
費
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
何
ら
か
の
配
慮
的
措
置
を
講
じ
る
等

し
て
、
そ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
 

 
2
、
震
災
復
興
に
向
け
た
各
種
支
援
の
拡
充
 

（
１
）
被
災
地
企
業
の
法
人
税
を
一
定
期
間
、

減
免
 

　
被
災
地
域
か
ら
の
企
業
の
移
転
、
流
出
の

防
止
や
他
地
域
か
ら
の
企
業
誘
致
の
促
進
、

雇
用
の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
被
災
地
域

の
企
業
の
法
人
税
を
一
定
期
間
、
減
免
す
る

等
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
 

（
２
）
固
定
資
産
税
の
弾
力
的
運
用
 

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
被
災
実
態
を
十

分
に
考
慮
し
た
評
価
額
の
改
定
・
適
用
と
、

課
税
の
減
免
措
置
拡
充
を
求
め
る
。
 

（
３
）
特
区
の
創
設
 

　
被
災
地
域
の
復
興
を
は
か
る
た
め
、
土
地

利
用
な
ど
各
種
の
規
制
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
税
制
・
財
政
等
の
支
援
を
行
う
「
特
区
」

を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

　
紙
面
の
都
合
上
一
部
掲
載
 

詳
細
は
全
国
法
人
会
総
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
 

第28回 

（
総
　
論
）
 

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、議
員
・
公
務
員
定
数
の
大
胆
な
削
減
を
！
 

地
域
経
済
を
担
い
、新
成
長
の
原
動
力
と
な
る
中
小
企
業
に
活
力
を
！
 

（
震
災
復
興
）
 

短
期
間
に
大
規
模
か
つ
大
胆
な
国
費
投
入
で
復
興
に
全
力
を
！
 

（
所
得
税
）
 

所
得
税
は
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
、基
幹
税
と
し
て
の
役
割
強
化
を
！
 

（
法
人
税
）
 

法
人
実
効
税
率
は
欧
州
・
ア
ジ
ア
主
要
国
並
み
の
30
％
以
下
に
引
き
下
げ
を
！
 

（
事
業
承
継
税
制
）
 

適
用
要
件
を
緩
和
・
是
正
し
、企
業
の
継
続
に
役
立
つ
事
業
承
継
税
制
を
！
 

（
消
費
税
）
 

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
前
に
、徹
底
し
た
行
革
に
よ
り
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
！
 

（
地
方
税
）
 

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
、三
位
一
体
改
革
の
更
な
る
徹
底
を
！
 

（
そ
の
他
）
 

年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て
改
革
を
断
行
し
、持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！
 



7 ●法人かまた 

〒146－0093　大田区矢口2－27－4　TEL：03－3759－6706　FAX：03－3750－6992有限会社オチアイ機工 

　大田のモノづくりは、中小企業に従事する優秀な技能

者によって支えられています。本制度は従業員数3人以下

の企業で活躍している腕利きの職人の方に焦点をあて、「大

田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）」として、

5年間で100人の方を表彰することにより、その技能の継承

及び後継者の育成に資することを目的としています。 

【対象者】 
　区内製造業のうち、従業員数が3人以下の企業に従事する者で、
次の各号のいずれにも該当する方 
（1）現在、区が定める製造業でモノづくりの業務に従事している者 
（2）モノづくりにおいて、特に優れた技能を有し、他の技能者の模

範となる者 
（3）過去にこの表彰を受けていない者 
（4）表彰予定者数各年度ごとに概ね20人 
 
　平成22年度において当会会員7名の方が表彰されましたので、
3回にわたりご紹介いたします。 

汎用旋盤とフライスを使い、複雑形状の部品加工を幅広く行っている。一品ものの加工が多く、他社では対応できないため、取引先から「引
退しないでほしい」とも言われるほどにその技術力は高い。柔軟で熱変形の大きい樹脂なども、経験と勘に基づいて対応できる。いわゆる「暗
黙値」の領域での技で、ものづくりに貢献する。 
●受賞コメント：工作機械全般の加工技術を修得。57年の経験を生かし、多方面に渡り精密部品加工、また樹脂精密加工成形金型の製作小物から大物まで。特殊金属インコネル・
タンタルの加工技術もあります。 

〒146－0092　大田区下丸子1－19－15　TEL：03－3759－6007　FAX：03－3759－6184有限会社丸栄小川研磨製作所 

研磨精度は1ミクロン台。精度を高いレベルで保ちつつ、量産に対応可能なセンタレス研磨を扱える工場が激減する中、豊富なデータとキ
ャリア35年の経験に裏付けされた“勘”で、その高難度加工に対応する。そのため日本全国から顧客の要望が絶えない。研削は製品加工
の総仕上げという意識を持ち、埃の付着すら許さないという厳しい姿勢で仕事に臨んでいる。 
●受賞コメント：積み重ねてきた技術が評価され、この受賞に結びついたことを大変嬉しく思っています。これに驕らず、なお一層研鎖を積んで行こうと思います。 

〒144－0045　大田区南六郷3－14－18　TEL：03－5711－4477　FAX：03－5711－4499有限会社マックスミュー 

成
形
研
削
【
経
験
年
数
42
年
】
 

加
藤
　
進
平
 

金
属
加
工
【
経
験
年
数
34
年
】
 

小
川
　
一
郎
 

汎
用
旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
に
よ
る
金
属
加
工
【
経
験
年
数
57
年
】
 

落
合
　
　
明
 

プラスチック成形用金型部品をはじめとした成形研磨一筋40年以上。治具を自ら製作し、砥石は材料や製品形状に合わせるなどして、通
常図面上では加工できない場合にも対応できるようにしている。 
機械のメモリでは追えない数値を加味してものづくりに日々臨む。これまで50名以上の若手への指導にも尽力しており、その功績は大きい。 
●受賞コメント：工匠に推薦され大変光栄に思います。「研削加工が好き」、この思いで日々精進した結果だと思います。今後も研削技術を研鑽し、社会貢献出来る『大田の職
人として』、努力していきます。 

「大田の工匠100人」パンフレットより抜粋 

22年度 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

　
島
精
機
製
作
所
に
は
、
基
本
と

な
る
経
営
理
念
が
三
つ
あ
る
。
い

ず
れ
も
業
種
、
業
態
を
問
わ
ず
、

こ
れ
か
ら
の
経
営
を
考
え
る
う
え

で
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
え
る

の
で
、
今
回
は
、
島
精
機
の
経
営

理
念
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。
 

  　
島
精
機
の
経
営
理
念
の
ひ
と
つ
に
、

『
ギ
ブ
　
ア
ン
ド
　
ギ
ブ
ン
』
（
与

え
れ
ば
与
え
ら
れ
る
）
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
島
さ
ん
の
経
験
が
も
と
に

な
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
終

戦
直
後
、
余
っ
た
農
作
物
を
お
す
そ

分
け
す
れ
ば
、
後
日
、
「
い
た
だ
き

も
の
で
す
」
と
い
っ
て
、
珍
し
い
も

の
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
 

　
創
業
期
の
島
さ
ん
は
、
「
ゴ
ム
入

り
安
全
手
袋
編
み
機
」
を
、
自
ら
売

り
歩
い
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き

も
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
と
い
う
。
 

　
機
械
を
売
り
に
い
っ
た
と
き
に
、

ま
ず
は
、
そ
こ
が
持
っ
て
い
る
機
械

の
修
理
を
や
っ
て
あ
げ
る
。
そ
う
す

る
と
、
買
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

修
理
が
必
要
な
と
き
に
は
声
を
か
け

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
行
け
ば
、

「
こ
の
酒
を
持
っ
て
帰
れ
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
く
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
っ
た
。
 

　
島
さ
ん
は
、
そ
う
し
た
体
験
か
ら
、

「
先
に
人
を
よ
ろ
こ
ば
さ
な
い
と
、

も
の
ご
と
は
う
ま
く
い
か
な
い
」
こ

と
を
学
ん
だ
と
い
う
。
 

　
島
精
機
に
は
、
今
一
、
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
社
員
が
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
十
％
は
、
顧
客
の
仕
事
を
支
援

す
る
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
要
因
だ
。
た

だ
し
、
支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
、

直
接
の
顧
客
で
あ
る
ニ
ッ
ト
メ
ー
カ

ー
ば
か
り
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
か

ら
小
売
店
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
 

　
経
営
の
世
界
で
は
、
「
ウ
ィ
ン
ウ

ィ
ン
」
の
関
係
が
良
し
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
「
ギ
ブ
」

が
あ
る
と
、
島
さ
ん
は
指
摘
し
て
い

る
の
だ
。
 

  　
い
ま
ひ
と
つ
の
経
営
理
念
に
、
『
原

点
回
帰
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
島

さ
ん
の
体
験
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。
 

　
終
戦
直
後
に
、
島
さ
ん
は
腸
チ
フ

ス
に
か
か
っ
て
自
宅
療
養
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
に
島
さ
ん

の
目
を
ひ
い
た
の
が
、
窓
に
は
っ
て

い
た
蜘
蛛
の
巣
だ
っ
た
。
普
段
、
蜘

蛛
は
中
央
に
位
置
し
て
い
て
、
獲
物

が
ひ
っ
か
か
る
と
、
そ
こ
に
移
動
し

て
い
く
。
中
央
に
い
る
か
ら
、
ど
こ

に
も
至
近
距
離
に
な
る
。
獲
物
を
確

保
す
る
と
、
ま
た
中
央
の
定
位
置
に

戻
っ
て
、
次
の
獲
物
を
待
つ
。
 

　
こ
の
蜘
蛛
の
巣
の
習
性
を
見
て
、

島
さ
ん
は
、
「
蜘
蛛
は
え
ら
い
な
」

と
思
い
、
以
後
、
何
か
あ
れ
ば
、
原

点
に
回
帰
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
 

　
例
え
ば
、
島
さ
ん
は
、
特
許
関
係

の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
騙
さ
れ
て
三
、
〇

〇
〇
万
円
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
島
さ
ん
は
、
キ
ッ
パ
リ
と

あ
き
ら
め
て
、
原
点
に
回
帰
し
て
、

新
し
い
手
袋
編
み
機
の
開
発
に
挑
戦

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
で
き
た

の
も
、
蜘
蛛
の
巣
の
教
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
、
回
想
し
て
い
る
。
 

  　
い
ま
ひ
と
つ
の
島
精
機
の
経
営
理

念
に
、
『
限
り
な
き
前
進
』
が
あ
る
。

常
に
新
し
い
技
術
の
開
発
を
目
指
し

て
、
惜
し
み
な
い
努
力
と
創
意
工
夫

で
未
知
な
る
領
域
へ
の
挑
戦
を
や
り

続
け
る
、
と
の
考
え
だ
が
、
こ
れ
も

体
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
 

　
「
手
袋
の
自
動
編
み
機
」
の
試
作

品
で
注
文
を
と
っ
た
島
さ
ん
だ
が
、

次
に
は
量
産
と
い
う
課
題
が
待
ち
受

け
て
い
た
。
一
番
の
課
題
は
、
生
産

部
門
を
見
て
く
れ
る
人
材
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
島
さ
ん
は
高
校
の
同
窓
生

に
、
「
生
産
部
の
面
倒
を
み
て
く
れ

な
い
か
」
と
声
を
か
け
た
の
だ
。
 

　
本
人
は
了
解
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、

周
り
は
、
「
全
自
動
手
袋
編
み
機
は

線
香
花
火
の
よ
う
な
も
の
。
ド
カ
ー

ン
と
当
た
っ
て
も
、
受
注
が
一
巡
す

る
と
、
島
精
機
は
左
前
に
な
る
に
違

い
な
い
」
と
言
っ
て
反
対
し
た
。
業

界
紙
の
社
長
か
ら
、
「
こ
ん
な
機
械

は
五
〇
〇
台
も
あ
れ
ば
満
タ
ン
に
な

る
」
と
、
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。
 

　
結
果
的
に
は
、
同
窓
生
は
島
精
機

に
入
社
し
て
工
場
長
と
し
て
島
さ
ん

を
支
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

こ
の
と
き
の
周
囲
の
反
対
が
、
教
訓

と
な
っ
た
。
「
こ
れ
は
い
い
こ
と
を

指
摘
し
て
も
ら
っ
た
」
と
考
え
、
昭

和
四
十
一
年
に
、
前
述
の
機
械
開
発

専
門
の
会
社
「
島
ア
イ
デ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
つ
く
っ
た
の
だ
。
そ
の
目
的

は
た
だ
ひ
と
つ
で
、
毎
年
、
既
存
の

機
械
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
か
、

新
し
い
機
械
を
開
発
す
る
こ
と
だ
っ

た
が
、
こ
の
考
え
が
「
限
り
な
き
前

進
」
と
い
う
経
営
理
念
に
結
び
付
い

た
の
だ
。
 

ギ
ブ
　
ア
ン
ド
　
ギ
ブ
ン
 

原
点
回
帰
 

限
り
な
き
前
進
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終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
、

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に

こ
の
言
葉
は
、
物
事
は
最
終
の
結
末

が
す
べ
て
で
、
最
後
が
き
ち
ん
と
仕

上
が
れ
ば
、
途
中
の
経
過
は
問
題
に

し
な
い
、
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　
今
年
も
い
よ
い
よ
十
二
月
で
す
。

こ
の
言
葉
を
用
い
る
と
す
れ
ば
、
さ

し
ず
め
こ
の
十
二
月
が
良
い
月
な
ら
、

今
年
も
良
い
一
年
だ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
い
ま
だ
三
月
の
東
日
本
大
震
災

の
爪
あ
と
が
残
る
現
状
を
考
え
ま
す

と
…
。 

  

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
終
わ
り
よ
け

れ
ば
す
べ
て
よ
し
」
の
英
語
表
現
は
、

普
通｢All's W

ell That Ends W
ell｣

と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
英
語

表
現
を
聞
く
に
つ
れ
、
少
し
前
で
す

が
興
味
深
い
（
？
）
経
験
を
し
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
日
さ

れ
た
方
と
、
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。 

　
な
か
な
か
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
何
と
か
合
意
点
に
達
し

て
握
手
を
し
た
と
き
、
彼
が
「
こ
う

い
う
場
合
日
本
で
は
、
終
わ
り
よ
け

れ
ば
す
べ
て
よ
し
、
と
い
う
の
で
す

ね
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
私
は
思
わ
ず
、
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

All's W
ell That Ends W

ell

と
で
も

言
う
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
す
る
と
彼
は
、
「
そ
れ
は
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
ご
存
知
の
上
で

の
発
言
で
す
か
？
」
と
、
み
け
ん
に

し
わ
を
寄
せ
、
少
し
構
え
る
か
の
し

ぐ
さ
で
聞
き
返
し
て
き
ま
し
た
。 

　
私
は
、
「
人
間
を
そ
ん
な
に
長
く

や
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
と
て
も
全

部
は
読
ん
で
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま

す
と
、
彼
は
「
そ
れ
は
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
に
っ
こ
り
笑
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
あ
の
作
品
は
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
作
品
の
な
か
で
も
『
問
題

劇
』
と
呼
ば
れ
る
作
品
の
一
つ
で
す

か
ら
」
と
。 

　
彼
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、｢A

ll's 
W
ell That Ends W

ell｣

は
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
作
品
の
一
つ
で
、
一
六
〇

三
年
か
ら
一
六
〇
四
年
ご
ろ
に
書
か

れ
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
問
題
の
残
る
終
わ
り
方

の
作
品
だ
そ
う
で
す
。 

　
彼
は
私
の
言
い
方
を
聞
い
て
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
な
ぞ
ら
え

「
こ
の
合
意
の
結
末
に
危
惧
を
抱
い

て
い
る
の
か
」
と
で
も
言
い
た
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
も
、

単
に
私
の
浅
学
を
試
し
て
み
た
か
っ

た
の
か
、
そ
の
真
意
は
今
も
分
か
り

ま
せ
ん
が
…
。 

　
と
に
か
く
彼
の
説
明
を
聞
い
て
、

こ
ち
ら
も
負
け
ず
に
（
？
）
に
っ
こ

り
笑
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

  

　
で
も
、
「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ

て
よ
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
最
後
の

結
末
が
す
べ
て
、
と
い
う
こ
と
だ
け

を
意
味
し
て
い
る
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。
途
中
経
過
が
あ
っ
て
、
そ
れ

に
よ
り
、
そ
う
い
っ
た
結
果
が
生
ま

れ
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
と
思

う
の
で
す
が
…
。 

　
途
中
の
経
過
が
異
な
れ
ば
、
お
の

ず
と
そ
の
結
果
も
違
っ
た
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
う
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
途
中

経
過
も
大
い
に
大
事
に
し
た
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
「
最
後
の
結
果
か
、

途
中
経
過
か
。
そ
れ
が
問
題
だ
」
と

悩
む
よ
り
も
、
途
中
経
過
が
あ
っ
て

結
果
が
あ
る
、
と
素
直
に
考
え
、
実

り
の
あ
る
結
実
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
今
年
も
あ
と
一
ヶ
月
で
す
。
こ
の

一
ヶ
月
に
何
が
で
き
る
か
。
そ
れ
を

考
え
る
と
と
も
に
、
で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
し
、
こ
の
一
年
を
締
め
く
く

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
来
年
「
何
を
す

る
か
」
、
「
何
が
で
き
る
の
か
」
、

「
何
を
し
た
い
の
か
」
、
そ
う
し
た

も
の
も
み
え
て
く
れ
ば
、
来
年
へ
の

意
欲
も
ま
た
新
た
に
生
じ
て
く
る
、

そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。 

　
来
年
に
つ
な
が
る
今
年
に
し
た
い
、

そ
の
思
い
で
残
り
少
な
い
日
数
と
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。 

Take FiveTake Five

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
 

最
終
の
結
末
が
す
べ
て
？
 

最
終
の
結
末
が
す
べ
て
？
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有限会社六郷浴場　六郷温泉 
■　場　　所：大田区仲六郷4－19－2 
■　電　　話：03－3781－0024 
■　営業時間：10：00～22：50（10：00～15：00までは大人550円） 
■　定 休 日：月曜日、第4月曜日・火曜日は連休、祝日は翌日休み 

　
京
浜
急
行
六
郷
土
手
駅
を
出
て
徒
歩
一
分
、
東
急

バ
ス
の
六
郷
土
手
バ
ス
停
か
ら
も
徒
歩
一
分
と
言
う

好
立
地
に
六
郷
温
泉
は
あ
る
。
 

　
昭
和
二
十
七
年
営
業
開
始
、
温
泉
と
し
て
は
東
京

都
の
温
泉
法
に
よ
る
認
可
第
一
号
だ
そ
う
で
す
。
い

わ
ゆ
る
「
黒
湯
」
で
あ
る
こ
の
温
泉
の
泉
質
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
塩
化
物
・
炭
酸
水
素
塩
冷
鉱
泉
で
ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
化
物
の
効
果
で
湯
冷
め
し
に
く
い
の
が
特
徴
、

炭
酸
水
素
イ
オ
ン
に
よ
り
、
老
廃
物
を
洗
浄
化
、
お

肌
を
ツ
ル
ツ
ル
に
す
る
美
肌
効
果
も
あ
り
、
他
に
も
様
々

な
効
能
が
あ
る
そ
う
で
す
。
 

　
多
摩
川
河
川
敷
に
も
非
常
に
近
い
こ
と
か
ら
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
後
に
汗

を
流
す
の
に
も
最
適
。
ス
ポ
ー
ツ
前
に
着
替
え
を
ロ

ッ
カ
ー
に
し
ま
っ
て
河
川
敷
で
一
汗
な
が
し
て
か
ら

入
浴
と
言
う
便
利
な
利
用
方
法
も
あ
る
そ
う
で
す
。
 

　
黒
湯
温
泉
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ウ
ナ
に
水
風
呂
と

設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
 

　
小
生
も
遡
る
事
三
十
年
前
、
小
学
生
の
頃
、
近
所

の
幼
馴
染
と
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
後
、
六
郷
温
泉

で
待
ち
合
わ
せ
し
、
入
浴
後
に
一
緒
に
瓶
入
り
の
コ

ー
ヒ
ー
牛
乳
を
飲
ん

だ
懐
か
し
い
想
い
出

が
あ
り
ま
す
。
 

　
公
衆
浴
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
地
域

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
も
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
仕
事

帰
り
に
同
僚
と
一
風

呂
と
言
う
の
も
な
か

な
か
良
い
も
の
で

す
。
 

〈
杉
山
英
祐
　
記
〉 

ココ 
↑
品
川
 

六
郷
土
手
 

酒
屋
●
 

セブン-イレブン● 

●カリタ 第
一
京
浜
 

宮
本
緑
地
 

◆入浴料金 
大人【12歳以上】450円 
中人【小学生】180円 
小人【未就学者】  80円 
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法 人 か ま た  

－都税についてのお知らせ－ 

6月にお送りした納付書により、12月27日（火）
までにお納めください。 
〈ご利用になれる納付方法〉 
①金融機関※1・郵便局・ 
　都税事務所・都税支所・ 
　支庁の窓口 
②口座振替※2 
③コンビニエンスストア※3

④金融機関※1・郵便局の　　(ペイジー)対応の
ATM※4、インターネットバンキング※4、モ
バイルバンキング※4
一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振
替係（03-5912-7520）へお問い合わせください。 
納付書１枚あたりの合計金額が30万円までのものが納
付できます。 
○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書に
限ります。 
○領収証書は発行されません（領収証書が必要な方は、
金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納
付ください。）。なお、都では独自に「都税納税確認書」
を発行していますので、ご希望の方は各都税事務所ま
でご連絡ください。 
○新規にインターネットバンキングやモバイルバンキン
グをご利用する方は、事前に金融機関へのお申込みが
必要です。 
○保守点検作業のため、平成24年1月1日午前0時～平
成24年1月4日午前7時まではご利用できません。 
その他にもご利用できない期間があります。詳しくは、
主 税 局 ホ ー ム ペ ー ジ
(http://www.tax.metro.tokyo.jp/) の「都税の納税
等について」をご覧ください。 

〈利用可能なコンビ二エンスストア〉 
エーエム・ピーエム　くらしハウス　ココストア　
コミュニティ・ストア　サークルＫ　サンクス　ス
リーエイト　スリーエフ　生活彩家　セブン-イレ
ブン　デイリーヤマザキ　ファミリーマート　ポプ
ラ　ミニストップ　ヤマザキデイリーストアー　ロ
ーソン（50音順） 

固定資産税・都市計画税の納付には、安心便利な口
座振替をご利用ください。 
お申込みは、口座振替を開始しようとする月の前月の10日
までに、口座振替依頼書（ハガキ式又はダウンロード様式）
に必要事項を記入の上、郵送していただくか、預（貯）金
通帳、通帳届出印、納税通知書をご持参のうえ、金融機関
または郵便局の窓口でお手続きください（1月１0日までに
お申込みいただくと、固定資産税・都市計画税第４期分か
ら口座振替をご利用いただけます。）。 

＜口座振替のお問い合わせ先＞ 
主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520） 

※1 
※2 
 
※3 
 
※4

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

　
小
生
、
未
だ
武
蔵
野
の
風
情
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
た
、
多
摩
川
を
望
む
下
丸

子
に
昭
和
十
四
年
に
生
ま
れ
た
。
 

　
戦
争
の
空
襲
か
ら
逃
れ
、
戦
後
二
十

四
年
に
現
多
摩
川
一
丁
目
に
戻
っ
た
頃

は
、
殆
ど
毎
日
つ
り
竿
と
バ
ケ
ツ
を
持

っ
て
、
夕
食
が
出
来
た
と
誰
か
が
呼
び

に
来
る
ま
で
川
遊
び
に
ふ
け
っ
て
い
た
。

砂
の
浅
瀬
で
は
蜆
も
獲
れ
た
。
砂
利
の

採
掘
船
の
後
部
に
飛
び
込
む
ボ
ラ
の
光

景
も
よ
く
見
ら
れ
た
。
 

　
し
か
し
、
中
学
、
高
校
、
大
学
時
代

は
日
本
の
高
度
成
長
と
比
例
し
て
川
面

は
黒
く
濁
り
、
悪
臭
が
漂
い
魚
類
も
死

に
絶
え
た
。
し
か
し
人
間
の
努
力
は
素

晴
ら
し
い
。
今
で
は
下
流
の
羽
田
で
は

蜆
が
獲
れ
、
我
が
散
歩
コ
ー
ス
の
川
が

大
き
く
カ
ー
ブ
し
た
、
六
郷
橋
、
多
摩

川
大
橋
、
ガ
ス
橋
間
の
四
季
は
、
常
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。
 

　
二
月
ご
ろ
か
ら
代
表
的
な
タ
ン
ポ
ポ

か
ら
始
ま
り
、
蓮
華
、
薄
紫
の
大
根
の

花
の
群
生
、
夏
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
カ

ン
ゾ
ウ
、
月
見
草
、
秋
の
曼
珠
沙
華
、

十
一
月
中
頃
か
ら
は
、
晴
れ
た
日
の
日

没
数
十
分
前
か
ら
六
郷
橋
付
近
は
、
箱

根
の
山
並
み
を
従
え
た
、
富
士
落
日
の

パ
ノ
ラ
マ
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
。
川
崎
の

ビ
ル
街
を
前
に
し
た
富
士
、
そ
し
て
ガ

ス
橋
に
か
け
て
は
丹
沢
山
塊
を
従
え
、

一
月
中
旬
を
少
し
過
ぎ
る
こ
ろ
ま
で
、

燃
え
る
よ
う
な
落
日
の
雄
姿
を
望
め
る

事
を
幸
せ
と
思
う
。
 

〈
K
・
S
〉
 

＊領収証書及びレシートを必ず受け取り、大切に保管し 
　てください。 

東京都　主税局 検索 

し
じ
み
 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

法人会 法人会 

お 願 い  

会社名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

（社）蒲田法人会事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
） 

　
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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発
行
） 


